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Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
危
機
に
つ
い
て
麻
生
副
総
理
は

２
月
８
日
の
予
算
委
員
会
で
「
当
時
か
ら
鉄
道
関
係
者

は
（
こ
う
な
る
と
）
例
外
な
く
思
っ
て
い
ま
し
た
よ
。

僕
は
当
時
力
が
な
か
っ
た
。
今
だ
っ
た
ら
止
め
ら
れ
た

か
も
し
れ
な
い
と
つ
く
づ
く
思
う
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
を
ど

う
す
る
と
い
う
話
は
、
根
本
的
な
と
こ
ろ
を
触
ら
ず
し

て
や
る
の
は
無
理
だ
ろ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

怒
り
な
し
に
は
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
政
権

中
枢
の
人
物
が
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
失
敗
を
自
認
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
破
産

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
石
勝
線
炎
上
事
故
な
ど
重
大
事
故

の
続
発
、
検
査
デ
ー
タ
改
ざ
ん
、
２
人
の
元
社
長
の
自

殺
な
ど
異
常
事
態
を
繰
り
返
し
、
昨
年
11
月
に
「
路
線

の
半
分
１
２
３
７
㌔
が
維
持
困
難
」と
発
表
し
ま
し
た
。

鉄
路
と
駅
を
失
う
自
治
体
は
44
市
町
村
。
も
は
や
明
治

30
年
代
の
水
準
に
逆
戻
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
低
賃
金
に
抵
触
す
る
レ
ベ
ル
で
今
年
は
４
次
募
集
で

よ
う
や
く
新
採
を
確
保
。
Ｊ
Ｒ
九
州
も
「
民
営
化
の
成

功
」
を
演
出
し
て
い
る
が
鉄
道
部
門
の
黒
字
化
の
展
望

は
な
い
。「
民
営
化
の
破
産
」「
公
共
鉄
道
の
崩
壊
」
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
現
実
で
す
。

　

北
海
道
を
モ
デ
ル
に
切
り
捨
て

　

し
か
も
、
史
上
空
前
の
利
益
を
出
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
東

日
本
や
Ｊ
Ｒ
東
海
が
「
戦
略
的
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
」

「
地
方
か
ら
の
撤
退
」
と
称
し
て
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
を

切
り
捨
て
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
廃
線
計
画
も
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
送
り

込
ま
れ
た
経
営
陣
が
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。
Ｊ
Ｒ
は
北

海
道
を
モ
デ
ル
に
不
採
算
線
区
の
全
面
的
な
切
り
捨
て

に
踏
み
出
し
た
の
で
す
。

　

安
全
を
破
壊
し
た
分
割
・
民
営
化

　

05
年
４
月
25
日
に
起
き
た
福
知
山
線
脱
線
事
故
（
尼

崎
事
故
）
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
「
稼
げ
」
と
い
う
標
語

の
も
と
に
運
転
士
を
駆
り
立
て
、
１
分
の
遅
れ
も
懲
罰

の
対
象
に
し
て
精
神
的
に
追
い
詰
め
た
結
果
、
乗
客
・

乗
員
１
０
７
人
の
生
命
が
奪
わ
れ
た
の
で
す
。

　

こ
こ
２
～
３
年
で
も
電
化
柱
倒
壊
、
篭
原
駅
炎
上
、

川
崎
駅
脱
線
・
転
覆
事
故
な
ど
事
故
が
後
を
立
ち
ま
せ

ん
。
国
鉄
分
割
・
民
営
化
と
そ
の
後
の
外
注
化
の
施
策

は
鉄
道
の
安
全
を
破
壊
し
て
い
る
の
で
す
。

民営化の破綻と公共鉄道の崩壊
不採算路線 の切り

捨てに 走るＪＲ

　

Ｊ
Ｒ
四
国
も
深
刻

で
す
。「
四
国
は
も

う
鉄
道
を
維
持
す
る

必
要
は
な
い
」「
全

面
廃
線
・
バ
ス
転
換
」

と
い
う
議
論
も
浮
上

し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
貨
物
は
高
卒

新
採
給
が
東
京
都
の


